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あなたが輝く居場所と学び
岐阜市の取組

いつでも・どこでも・だれかとつながる
誰一人取り残さない不登校児童生徒への支援

岐阜市教育委員会



岐阜市の不登校状況

全国的にも不登校児童生徒数・出現率は
増加傾向

岐阜市の不登校児童生徒は
5年間で約2倍
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岐阜市の不登校児童生徒数の推移（5年間）
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連携・協力

情報共有・連携

情報共有・連携

情報共有・連携
連携・協力

不登校児童生徒
市内１,０００人超

・特別な教育課程
・選択可能なカリキュラム
・草潤サポート（通学型及び
オンライン支援）

誰一人取り残さない不登校対策
「いつでも・どこでも・だれかとつながる」

草潤中学校を中心とした、エールぎふ・校内フリースペース・オンラインを活用した
支援等により、誰一人取り残さない不登校児童生徒への支援体制の構築へ

子ども・若者
総合支援センター
（エールぎふ）

学びの多様化学校
（いわゆる不登校特例校）

草潤中学校

オンライン
フリースペース

学 校

児童センター

コミュニティセンター
民間フリースクール

子ども総合サポートセンター
各機関との連携
スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー
ケース会議
自立支援教室（4か所）

ノウハウの展開
メタバースの活用
オンラインでの相談活動・学習支援

・生徒指導を中心とした個別のア
セスメント
・ほほえみ相談員・スクールカウン
セラー・スクール相談員配置
・相談室対応、放課後登校対応

校内フリースペース

・個別や協働で学びができる環境
・フリースペース専属担任を配置
・自己選択できる柔軟なカリキュラム



A 安心できる居場所

C 個別最適な学びB 信頼できる大人

同世代のつながり

自分のよさの自覚

エネルギーの低下
⇒不登校

エネルギーの蓄積

エネルギーの回復
不登校の改善

大事にされている
実感

自己調整力の
育成

自己肯定感の
回復

従来の学校
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学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）

岐阜市立草潤中学校令和３年4月開校

岐阜市の取組



校内フリースペース
市内中学校５校整備令和５年4月～

岐阜市の取組



タブレットで参加可能・好きな時間や好きな日に入室

信頼
安心感 楽しみ

エネルギーの蓄積

オンラインフリースペース
令和4年～実証検証

岐阜市の取組

A安心できる居場所

C個別最適な学び

B信頼できる大人



令和５年度 メタバース学校試行（6月20日・23日）

○顔を出さずアバターで参加可能 ○ニーズに応じ３種の部屋を開設
相談ﾙｰﾑ：1対1で話をしたい人向けの部屋
ﾌﾘｰﾄｰｸﾙｰﾑ：何人かで話をしたい人向けの部屋
授業ﾙｰﾑ：身近なものから学ぶ30分程度の授業

不登校・教育相談担当指導主事が対応



参加者アンケート結果

（保護者対象）メタバース
教室があったらお子さんを
通わせたいと思いますか？

オンラインを活用
した支援について、
児童生徒及び保護
者のニーズや期待
は大きい

オンラインを活用した
不登校児童生徒への支援（R4～）

設問：メタバース教室を開設してほしい理由は何ですか？
回答：○ここしかしゃべれないから

○安心して過ごせるから
○不登校の子たちの支えになると思うから
○いろんな境遇の人でも学び楽しめることが
できるから

ｎ=37 

ｎ=28 

メタバース学校を設立
して欲しいですか？

メタバース教室実証（R5.6実施）



からだのちょうしは？

R5.4～ 市内全小中学校に本格導入
（R4.6～実証校にて導入）

ICTを活用した心の健康サポート
「こころ満タン」通称「ここタン」

こころのちょうしは？

毎日２回 気分の入力

心身の変化の可視化



きいてほしい

R5.4～ 市内全小中学校に本格導入
（R4.6～実証校にて導入）

ICTを活用した心の健康サポート
「こころ満タン」通称「ここタン」

なにをはなす？
だれにはなしたい？

はなして、どうだった？
いまのきもちは？

教職員用タブレット画面児童生徒用タブレット画面

SOSの早期発見



ICTを活用した子どもの健康サポート「ここタン」の「聞いてほしい」ボタンの利用状況（４月～１０月）

SOSの出しやすさによる
不安や困り感への早期対応

（件数）

（割合（全体）

学校のこと 友達のこと 家のこと その他 合計

小学校 678 1,055 287 394 2,414

中学校 210 173 46 212 641

全体 888 1,228 333 606 3,055

学校のこと

29%

友達のこと

40%

家のこと

11%

その他

20%



昨年度不登校傾向にあったAは進級し、
新担任になった学級でがんばっていた。
しかし4月末から疲れが出始めた。

そんなとき、
前担任だった教師を指定して「聞いてほしい」ボタンを押した。
あらかじめSOS信号が分かっていた前担任は、
その児童が教室に入る前、毎日、校門あたりで待ち構え、
教室に入る前にこっそり話をすることとした。

これによって、
少し気持ちが楽になり、またがんばることができた。
Aは、新年度になり、欠席せずに登校している。

小学生Aさんの事例

具体的な事例
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